







校歯科医葱の指定を受け ｢生活習慣予防等 を目指 した
菌･iIU)促しLlL-)くL').甘侶iJr･究 IJ,-･某 1,を最関 して きた.
本学もIL打力人草 として出付保促j臣専を担 当し. ･'/Lu)
成Lll-/Jj:[･_げてきた. 本車某終 J一校も学 量LT)J'l再:l･保健向
上の取組みを継続 したい と約学校の要望 を受け,本科
3年壁による歯科保健指導 を実施 した,内容は学年別
歯科保健講話やブラッシング ･フロッシンダ指導,脱
帽 Jテストな どである.次期指導Uう参 考にす るため,
請.;lrIL前後J)理研度ijよぴ日日咽 JJ測J,L結 '11-U)前牛皮 とU)
比校を試ふたU-)で用告寸'T3.
葉音象および方法
対象は打出直立某′ト学校1-tr:j隼牛 お よ び 特 別 三日を
:i:級の計ニi1-5/rlでL-T,)a.､f'-1F'kl)31l:･鋸lL)()日 に 学 牛 別 テ ー
マに拭づき.タラニ吊りL:a)両件保虻溝詔を 行 い . ÷ J)前 ･
後におけ}:J内容U~)理研度等に一八､てア ン ケー ト,Jr実 施
した.÷U~)徒.=腔清掃指:導を行い,さ引 二. i)- i-)




溝詔テーマは.1牛:苗はどこがよご紅 や 1 L､7 -節
-大日向,をまもj')I)I.i)牛:良くかんでたべ る こ との
大切さ.こう牛:し'()(シーオー1-)てなに'.-む し菌 の
進み方-,4年:歯肉炎ってをに芋である, 講 話 の 理 解
にあまり人きな差は止られなか-'た し11日 ま11日日. i)
な差がふLt)れた 工iて日ま63%.･17日iT(10日ア ･ソブ l. こ
れより,｢歯の汚れ｣や ｢良くかんでたべる｣ こ とを二対
する知識はあるが,｢CO｣や ｢歯肉炎｣に つ い て は,
図 1.歯科保健講話前後における理解度の比較
学ぶ機 会が ないことが伺えた.また.講誹l紺りの適廿
媒 体J)良 廿 指導首(/)I);JJも臣響すると考えられる.
図 2. 同 一 児童 に お ける岨噛力の前年との比較
iZ. 岨 咽 力判 定 結 県
加 した.これ は..1'しの 車 某に お いて栄養 l:と通拙Lた｢囲
い 食.L"I,を良 くか ん で 食べ る 丹珊'巨LjくLT)a)lJ机土が E-_が一つ
た もU)と 考,-i吊 しる.
ま と め
両 件 保 1'JiL講 .i侶 二お け る 3 ･･l牛/I:.のテーマは.1柑i.
学 ぶ 機 会の 少 な い こ とが 伺 え.理 抑 炉 )効果が大きか-〕
た. 廿 ･肥 満(川 日用汚ノJに つ い て は. 前 隼に比較し判',i
)臣隼Il tも -_'と も強 い ) が コ･ll'o丹川LIL. 辛目津:JL二Jll.咽
力の 向 卜が ふ ()れ た .
